
第 37 回⽇本医療情報学会中国・四国⽀部セミナーのご案内 
  

愛媛⼤学医学部附属病院医療情報部 
⽊村 映善 

 
「低コストでサイバー攻撃に備える」 

 
2025 年 10 ⽉現在、ランサムウェアによるサイバー攻撃は増加の⼀途を辿っており、有名
企業が侵害を受ける事例がでております。 
予算も⼈も限られている中、サイバー攻撃に対してどのような準備をすべきなのでしょう
か。今回のセミナーでは、「予防」「防御・検知・対応」「復旧」の 3 段階でリスクを最⼩
化する多層防御の考え⽅や、予算がない医療機関でも効果的に取れる対策について解説い
たします。 
 ただし、医療機関によってシステム事情は異なりますので効果的な対策を取るために
は、適切な情報セキュリティに関する理解のもと、ご⾃⾝のシステム状況を適確に把握
し、最適な⼿段を選択する必要があります。 
そのため、セミナーでは、 
(1)ネットワーク技術に関する解説、(2)内部に侵⼊した後のラテラルムーブメントの実演
を通した具体的な攻撃プロセスの理解、(3)すぐにでも取れる対策、の三部構成を組みま
す。内容が深く受講者の顔が⾒える範囲で丁寧にフォローしていくために今回の参加⼈数
は絞らせていただきます。皆様、ぜひ奮ってご参加ください。 
 

記 
 
開催⽇時：2026 年 2 ⽉ 14 ⽇（⼟）13：00〜16：45 
開催場所：愛媛⼤学城北キャンパス教育学部４号館４階 
     （愛媛県松⼭市⽂京町３） 
開催⽅法：現地開催のみ（Web 配信、録画配信は⾏いません） 
参 加 費：無料 
ポイント：医療情報技師 ４ポイント 
定 員：30 名（最⼤ 50 名）を想定 
講 師：⽊村映善（愛媛⼤学医学部附属病院 病院⻑補佐・医療情報部部⻑） 
 

【セミナーの参加申し込みはこちら】 
 

            申し込み締切：２⽉ 6 ⽇（⾦）まで 
 

https://forms.office.com/r/gpMtgbre17 
 

担当校：愛媛⼤学医学部附属病院医療情報部 
Email：medinfo-sec@m.ehime-u.ac.jp  

 



 
 

〜プログラム〜 
 

13：00〜13：30  受付開始 
13：30〜13：35  開会の挨拶 
13：35〜14：05  世界的なサイバー攻撃の状況の紹介 
14：05〜14：15  休憩 
14：15〜14：55  病院情報システムを構成するネットワーク技術の解説 
14：55〜15：10  休憩 
15：10〜15：50  ラテラルムーブメントの実演にみる攻撃プロセスの理解 
15：50〜16：00  休憩 
16：00〜16：40  攻撃プロセスの理解のもとに効果的な対策を考える 
16：40〜16：45  閉会 

 
〜アクセス〜 

 
愛媛⼤学城北キャンパス 

https://www.ehime-u.ac.jp/about/access/#sc-01 
JR 松⼭駅から市内電⾞環状線乗⾞ 15 分 

「⾚⼗字病院前」下⾞，徒歩 3 分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

愛媛⼤学 城北キャンパス 

駐⾞場はご利⽤できません。 
公共交通機関でお越しください。 

※次ページに城北キャンパスマップを掲載 
 



 

セミナー会場 
教育学部４号館４階 


